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富山大学公式ウェブサイトが、大学サイトの使いやすさを客観的に調査する『全国大学サイト・ユーザビリティ調査 2014/2015』において、全国の国公私立大学サイト中総合 1 位という最高評価を得た。
2013年 4月 1日に富山大学ウェブサイトのリニューアルを実施し、ウェブアクセシビリティの継続的な改善に取り組んだ。この調査で評価された点についてと1年間で改善した技術内容について解説する。 
キーワード：大学、ウェブサイト、アクセシビリティ、ユーザビリティ、評価 全国国公私立大学ウェブ調査、ウェブ品質、品質改善・維持・確保、HTML5 + CSS3   
1．富山大学ウェブサイトが全国1位 
2014年 11月に公表された『全国大学サイト・ユーザビリティ調査 2014/2015』（日経 BPコンサルティング社）1）において富山大学公式ウェブサイト 2)（以下、本学サイト）（図 1；管理・運営は富山大学広報委員会）が全国の国公私立大学 211大学中 1位という最高評価を得た。
 図 1：富山大学ウェブサイトのトップページ 
この評価対象となった本学サイトは、2013 年 4月1日にリニューアルを行った。3）リニューアルに際し、スマートフォンやタブレット端末など、PC
以外のモバイルデバイスにも最適表示できるように改善した。現在、運用開始から2年近くが経過し、リニューアル時に導入した最新のマークアップ言語である HTML5+CSS3 の構造や構成、視覚的な体裁の要素及び基本文法などを理解し知識を深め、ウェブ技術の修得・向上を進めたことにより、安定したサイト運用が可能となり、ユーザビリティの改善など細部に配慮し、ウェブサイトの詳細な見直しを行える段階になった。本稿では、本学サイトが『全国大学サイト・ユーザビリティ調査2014/2015』において評価された点についてと、1年間で改善した技術内容について解説を行う。 
2．『全国大学サイト・ユーザビリティ調査』 




ューアルによりワンソース・マルチデバイス対応としてレスポンシブ・ウェブデザインを採用していたので、「スマホ対応」は満点を取ることができた。2013 年時点でのリニューアルのタイミングが適切であったと思う。 今回調査の第11回2014/2015年度版では、総合スコアを、前回より6.67ポイント上げ（表2）、総合1位となった。総合スコアが 90 ポイントを超えたのは、全
211 大学中で本学サイトだけであったことは特筆すべき点であると思われる。また、92.74というスコアは、本学のこれまでのベストスコアでもある。日経 BP 社
の2014年11月4日付けのニュースリリースにおいて「富山大学のサイトは 2008 年から常に本調査のトップ10に顔を出す、ユーザビリティの高さに定評のあるサイト。今年は文字のコントラストを高めて読みやすくするなど、弱視の人にも配慮したことでさらにスコアを伸ばした。」と評された。7）「ユーザビリティの高さに定評のあるサイト」と記していただいたことは大変嬉しく光栄なことである。実に、本学サイトは、2008年の第5回調査以降、7回連続10位以内（第6回を除くと、5位以内）と上位にランキングされてきた。 
表 1：『全国大学ユーザビリティ調査』における過去 11年間の本学サイトの順位推移と総合スコア 
  第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回
調査年 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014国公私立大学 総合順位 19位 117位 91位 19位 4位 6位 2位 4位 4位 4位 １位 国公立大学 順位 4位 50位 37位 6位 2位 4位 2位 4位 3位 3位 １位 
総合スコア 56.83 38.79 42.5 61.07 81.96 81.98 91.29 91.01 91.01 86.07 92.74
 図 2：『全国大学サイト・ユーザビリティ調査』における過去 11年間の本学サイトの順位推移グラフ 
－75－
表2：『全国大学サイト・ユ ザービリティ調査』における総合、8カテゴリ のースコアの本学サイトの対前年度比較及び211大学平均 
審査カテゴリー 満点 調査年 前年差 調査対象 211大学平均
総合スコア（※） 100 92.74 86.07 +6.67 53.07
1 トップページ・ユーザビリティ 10 10.00 7.89 +2.11 6.15
2 サイト・ユーザビリティ 10 10.00 10.00 0 3.86
3 マルチデバイス対応 5 4.38 5.00 -0.62 1.92
4 メインコンテンツへのアクセス 10 8.89 8.06 +0.83 6.13
5 サイト内検索 5 5.00 4.71 +0.29 2.59
6 アクセシビリティ 10 6.84 4.74 +2.10 4.00
7 インタラクティブ 5 4.17 5.00 -0.83 4.12
8 プライバシーポリシー 5 5.00 5.00 0 2.35
※総合スコアは、各審査カテゴリーのスコアに重み付けをして 100点満点となるように換算されている。
3．各カテゴリーでの評価と改善点 




一般的にウェブサイトのトップページが長すぎるとページ下方へのスクロール操作を何度も繰り返すことになり、ページ全体を見渡しづらくなる。特に下部にあるリンクに注意が行き届きにくくなるため、日経BP社の審査項目においては、長さの目安として、トップページはスクロールバーを1回クリックするだけで下部の情報がすべて見られる長さ、すなわち2スクリーン以内（スクリーン解像度：1366 x 768、フォントサイズ中）に収まっているかをチェックされる。本学サイトは、前回調査時には、トップページの長さは 2.1スクリーンあり、ぎりぎり2スクリーン以内に収まっていなかったので減点になった。その指摘を受け、今回は、トップページのスタイルシートを主に 4ヶ所修正（図 3-1～4部）することにより、行間のスペースなどを少しずつ微調整し、前回調査時よりおよそ 70px分トップページの長さを短くした。これにより、1.81スクリーンとなり、2スクリーン以内に収めたため（図
3）、今回の調査では加点された。
   
   
    
   
   
   
   
   














 図 3：トップページの長さの修正前（左）と修正後（右） 
 3.2. メインコンテンツへのアクセス（カテゴリー4） 
コンテンツを指定して、そこへ至るアクセスのしやすさを評価するカテゴリー 。大学サイトの重要ター ゲットである「（学部）受験生」向けのコンテンツと「在学生」「卒業生」「（大学で学びたい）一般・地域の人」及びター ゲットに関係なく重要なコンテンツが選ばれている。 今回は、前回より0.83ポイント上げて、10点満点中
8.89 ポイントであった。「大学情報・学生数／教（職）員数（両方）」の審査項目において、最新データに更新していたので加点された。前回調査時は、最新データ入手タイミング等の理由によりデータの入力が遅れたため、データが最新ではなかったので減点になった。このことを踏まえて、最新のデータを速やかにウェブサイトに更新できる運用フローを調整した。  
3.3. サイト内検索（カテゴリー5） 
大学サイトでよく使われるキーワードで、期待するページがサイト内検索で検索上位に表示されるかを評価するカテゴリー。大学サイトで検索されることの多い 7
















 図 4：「奨学金」でサイト内検索したときの検索結果 
本学サイトで採用しているサイト内検索ツール「Googleカスタム検索」では、通常の Google検索と同じ方法で要約文・スニペット（Snippet）を作る。一般的なSEO対策（検索エンジン最適化）と同様の技術的、統計的手法であるとみなしてよい。 
Google がサポートしている meta タグとして、
<title>と<description>が挙げられている。検索結果の各ページのタイトルは、一般的にはページの







































今回から地図情報に関する診断条件が厳しくなったため、「インタラクティブ」と「マルチデバイス対応」の 2カテゴリー においてスコアを下げた。減点になった 2 カテゴリー 中の 2項目は、どちらも共通して「交通手段の説明（市電やバスなどのアクセス情報）が不十分」であったと判定されたため減点になった。速やかに改善したい。 日経BP社の調査のすべての審査事項を改善し総合スコアで満点を取ることは技術的に難しい面もあるが、今回の調査で指摘を受けた点（画像のALT属性、交通手段の説明、より一層の SEO対策など）の幾つかは、改善していきたい。その他、日経BP社の審査項目に含まれていない事項でも、利用者の要望に応えられるようなことであれば、ユーザビリティを確保するための技術要件を抽出・分析・整理し、試行錯誤を重ねながら前向きに検討・導入していきたい。 
5．まとめ 
ウェブサイトの詳細な見直しと「より使いやすい」サイトを目指し、継続的な改善を行い、アクセシビリティを向上させてきたことで、今回の日経BP社のユー ザビリティ調査では、念願の全国1位という最高評価を獲得できた。この調査では、上位校（表3）が翌年にはトップ10圏外ということも起こりうるが、本学サイトについては、今回の調査から得られた客観的な評価を参考にし、総合順位1位を継続できるよう、利用者にとって一層使いやすいサイトを目指し、今後も研鑽と努力を積み重ねていきたい。 
 表 3：『全国大学サイト・ユーザビリティ調査 2014/2015』における上位10大学の総合スコアと全体平均スコア 総合順位 大学名 総合スコア 大学種別
1 富山大学 92.74 国立 
2 山口大学 89.35 国立 
3 大阪府立大学 84.05 公立 
4 名古屋市立大学 82.00 公立 
5 広島工業大学 80.42 私立 
6 静岡県立大学 77.78 公立 
7 湘南工科大学 77.21 私立 
8 福岡工業大学 75.98 私立 
9 東京農工大学 75.45 国立 
10 長崎県立大学 75.27 公立 
全体平均 - 53.07 - 
リニューアルの際に、本学サイトに導入した
HTML5+CSS3が、2014年10月28日にW3Cにより正式勧告 12）された。本学サイトのウェブリニューアルのプロジェクトが発足した 2011年の秋の時点では正式勧告の3年前であったが、ウェブの変化の潮流と時代のニーズを予測し、HTML5+CSS3の導入に踏み切った。HTML5+CSS3を導入したことにより、レスポンシブ・ウェブデザインを採用し、当時、本学サイトにおいて喫緊の課題であったマルチデバイス対応が可能となった。よって、そのときの判断は間違っていなかったと確信している。 本学サイトの更新作業に長く携わってきて「ウェブサイトは生きている」と感じる。細かい修正と微調整を繰り返し、改善され、よりよいものへと進化していく。さらなるウェブアクセシビリティの追求とともに、日々刻々と進歩するウェブ技術や情報技術の動向と流れを察知し、時代の変化や社会のニーズの多様化にも対応できるよう精進していきたい。今後も引き続き、利用者の皆さまからのご意見・ご要望を真摯に受け止め、常に利用者の視点に立ってサイトを構築しなければならないと考える。 
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